
稿寄

は
じ
め
に

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
（
以
下
「
ア
ド
バ
イ
ジ
ン

グ
」）
は
、
１
０
０
年
以
上
前
に
米
国
で
導
入
さ
れ
た
学
生
へ
の

支
援
制
度
で
あ
り
、
社
会
の
発
展
や
大
学
の
役
割
の
変
化
に
応
じ

て
、
そ
の
内
容
や
担
当
者
の
役
割
も
変
化
し
て
き
た
（
清
水 

２
０

１
５
）。
現
在
で
は
、
学
生
が
人
生
や
キ
ャ
リ
ア
の
目
標
を
明
確
に

し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
学
習
計
画
を
継
続
的
に
支
援
す
る

制
度
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
以
下
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」）
と
の
面
談
を
通
し
て
、
必

要
な
情
報
を
得
て
、
自
ら
学
業
上
や
個
人
的
な
課
題
の
解
決
策
を

見
つ
け
、
目
標
達
成
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ク
セ
ス
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
Ｋ
ｕ
ｈ
ほ
か
２
０
０
６
）。

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ク
セ
ス
と
は
、
単
に
卒
業
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
学
生
に
と
っ
て
望
ま
し
い
結
果
を
意
味
す
る
。
す

な
わ
ち
、
学
生
が
知
識
や
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
、
学
業
成
績

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
学
習
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
加
え
、
大

学
生
活
に
対
す
る
満
足
感
を
得
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
（
Ｋ
ｕ
ｈ
ほ

か
２
０
０
６
）。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
学
生
の
学
業
面
の
支
援
に
と

ど
ま
ら
ず
、
全
人
的
（holistic

）
な
成
長
も
視
野
に
入
れ
た
支
援

を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

近
年
、
日
本
に
お
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に

向
け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
大

学
へ
～
（
答
申
）」
で
は
、
大
学
教
育
の
質
を
高
め
る
方
策
の
一

つ
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
中
央
教
育

審
議
会 
２
０
１
２
年
）。
さ
ら
に
、
文
理
横
断
・
文
理
融
合
教
育

の
質
保
証
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
教
育
課
程
上
の
工
夫
と

清
水 

栄
子

愛
媛
大
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構

准
教
授

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ク
セ
ス
を

支
え
る

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
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と
も
に
教
職
員
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
き
め
細
か
な
支
援
と
し

て
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
中
央
教
育
審
議

会 

２
０
２
３
年
）。
数
は
少
な
い
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
専
門
職

の
配
置
を
進
め
て
い
る
大
学
も
見
ら
れ
る
（
文
部
科
学
省
２
０
２

３
）。
大
学
教
育
の
質
保
証
や
多
様
化
す
る
学
生
の
課
題
・
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
の
た
め
、
学
生
に
寄
り
添
い
な
が
ら
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
サ
ク
セ
ス
を
支
援
す
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
高
ま
っ
て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
一
方
、担
当
者
の
能
力
開

発
の
機
会
は
十
分
で
は
な
く
、
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
も
と
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
）
が
２
０
２
１
年
に
設
立
さ
れ
た
。
協
会
の
目

的
は
、「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ク
セ
ス
を
促
進
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
理
論
と
実
践
を
日
本
の
高
等
教
育
に
お

い
て
確
立
し
、
普
及
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
は
、
会
員

同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
サ
ロ
ン
、
会
員
の
能
力
開
発
を
目
的

と
し
た
研
修
会
、
実
践
や
研
究
の
成
果
を
共
有
す
る
年
次
大
会
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
誌
や
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
発
行
に

よ
り
、
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
に
関
わ
る
研
究
成
果
や
有
益
な
情
報
も

公
開
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
の
活
動
内
容
に
焦
点
を

当
て
な
が
ら
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
最
後
に
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

1
　

 

ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
支
援
内
容
と

　
　
　
　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
能
力

⑴
日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
支
援
内
容

Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
は
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
を
、「
学
生
が
将
来
の
目
的
・

目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
進
む
過
程
を
担
当
者
が
支

援
し
、
途
中
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
な
が
ら
個
々
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ

２
０
２
１
）。
こ
の
定
義
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
支
援
範
囲
は
、

学
業
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
キ
ャ
リ
ア
や
個
人
的
な
課
題
へ
の

支
援
も
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
は
包
括
的
な
定
義
と
し
て
い

る
が
、
日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
具
体
的
な
支
援
内
容

は
、
細
分
化
さ
れ
て
お
り
次
の
４
つ
の
内
容
に
分
類
さ
れ
る
。
１

つ
目
は
専
攻
や
コ
ー
ス
選
択
に
関
す
る
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
支
援
、２
つ
目
は
学
生
の
生
活
全
般
に
関
わ
る
課

題
解
決
支
援
、
３
つ
目
は
履
修
選
択
・
計
画
に
関
す
る
支
援
、
４

つ
目
は
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
計
画
に
関
す
る
支
援
で
あ

81
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る
（
清
水 

２
０
２
４
）。
　

⑵
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
能
力

日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
導
入
は
初
期
段
階
に
あ
り
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
こ
こ
で
は
米
国
の
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
参

照
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
求
め
ら
れ
る
能
力
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

米
国
で
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
学
生
の
状
況
に
応
じ
て
情
報
提

供
、
提
案
、
助
言
、
コ
ー
チ
ン
グ
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
Ｋ
ｕ
ｈ
ｎ 

２
０
０
８
）。
学
生

と
の
対
話
は
、
学
生
本
人
の
自
己
決
定
能
力
や
問
題
解
決
能
力
を

育
む
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
学

生
と
の
信
頼
関
係
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
他

の
専
門
部
署
や
専
門
家
へ
紹
介
（
リ
フ
ァ
ー
）
を
行
う
こ
と
も
重

要
な
役
割
で
あ
り
、
各
リ
ソ
ー
ス
や
人
材
と
つ
な
ぐ
と
い
う
意
味

で
、
車
輪
の
ハ
ブ
に
た
と
え
ら
れ
る
。

米
国
の
専
門
職
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
（N

ational 
A

cadem
ic A

dvising A
ssociation

）
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
職
務
に
必
要
と
さ
れ
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
基
礎
と
な
る
広
範

な
理
解
、
知
識
、
技
能
を
明
確
化
し
、
専
門
職
開
発
を
推
進
す
る

た
め
に
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
・
コ
ア
・
コ
ン
ピ

［表１］コア・コンピテンシーモデルの例
出典　NACADA Academic Advising Core Competencies Model（2017）

概念
（Conceptual）

アドバイジングを実施するうえでの文脈を提供する要素。効果的な助言を提供
するために、アドバイザーが理解しておくべき考え方や理論が含まれる。
例）高等教育におけるアドバイジングの歴史と役割
　 アドバイジングに関連する理論
　 アドバイジングの方法と戦略
　 アドバイジングに期待される成果　　など

知識
（Informational）

アドバイジングの内容や情報を提供する要素。所属大学で学生を支援するた
めにアドバイザーが習得しておくべき知識が含まれる。
例）所属機関の歴史・使命・展望・価値観・文化
　 カリキュラム・学位プログラム・その他の修学要件と選択肢
　 所属機関固有の方針・手続き・規則・法規
　 多様な学生集団の特徴・ニーズ・経験　　など

関係性
（Relational）

アドバイザーが学生に対して他の2つの要素から特定の概念や情報を伝える
ための技能を規定する。
例）アドバイジングに対する自身の哲学を明確に述べる
　 信頼関係を形成し、アドバイジングの関係を構築する
　 包摂的な敬意を払った態度でコミュニケーションをとる
　 成功をもたらすアドバイジングを計画し実践する　　　　　　など
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テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
」（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ 

２
０
１
７
）
を
提
唱
し
て

い
る
。
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
は
歴
史
的
に
改
訂
が
行
わ

れ
、
米
国
の
大
学
で
の
標
準
モ
デ
ル
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
。［
表
１
］
は
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

モ
デ
ル
の
例
で
あ
る
。
日
本
に
適
用
す
る
際
に
は
、
ニ
ー
ズ
に
沿

う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
を
企
画
す
る
際
に
体
系
性
の
あ
る
指
針
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

2
　日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
組
織
化
事
例

ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
組
織
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
第
４
回
年
次
大
会
：
２
０
２
４
年
８
月
31
日
開
催
）
か

ら
、
３
大
学
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ

第
４
回
年
次
大
会
要
旨
集 

２
０
２
４
）。

⑴
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
の
履
修
選
択
・
計
画
支
援
―
新
潟
大
学

新
潟
大
学
の
「
全
学
分
野
横
断
創
生
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
２
０
２
０
年
度
文
部
科
学
省
「
知
識
集
約
型
社
会
を
支
え
る

人
材
育
成
事
業
」
採
択
）
は
、
全
学
的
な
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー

制
の
展
開
と
整
備
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ア

ド
バ
イ
ジ
ン
グ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ド

バ
イ
ジ
ン
グ
は
、
学
生
が
自
分
の
学
修
目
的
や
将
来
の
目
標
を
決

め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
継
続
的
な
支
援
を
目
的
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ー
履
修
に
関
す
る
質
問
対
応
、
履
修

計
画
を
支
援
す
る
た
め
の
「
分
野
横
断
デ
ザ
イ
ン
」
科
目
の
提
供
、

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
、
２
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
資
金
提
供
の
終
了
後
も
ア
ド
バ

イ
ジ
ン
グ
を
継
続
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
蓄
積
か
ら
、

相
談
内
容
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

⑵
学
部
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
―
創
価
大
学
文
学
部

創
価
大
学
で
は
、
２
０
０
８
年
度
か
ら
全
学
的
な
ア
ド
バ
イ
ジ
ン

グ
制
度
が
導
入
さ
れ
、
す
べ
て
の
学
生
に
専
任
教
員
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
特
に
成
績

不
振
の
学
生
と
の
面
談
を
通
じ
て
成
績
向
上
に
一
定
の
効
果
が
見

ら
れ
て
い
る
。
文
学
部
で
は
、
３
年
次
に
主
専
攻
を
選
択
す
る
メ

ジ
ャ
ー
制
度
や
履
修
科
目
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
独
自
の
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
を
導
入
し
、
主
に

次
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

１
つ
目
は
、
学
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
専
任
教
員
を
配
置
す

る
こ
と
で
あ
る
。
学
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
初
年
次
教
育
科
目
や

１・２
年
次
を
通
じ
て
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
を
継
続
的
に
運
営
し
、
成
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テ
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シ
ー
モ
デ
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Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
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２
０
１
７
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史
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Ａ
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績
不
振
者
や
合
理
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
学
生
へ
の
対
応
に
お
い

て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
学
生
の
課
題
を
早
期
に
発

見
し
、
学
内
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
や
障
害
学
生
支
援
室
な
ど

と
連
携
す
る
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
専
任
教
員
と
し

て
学
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
る
こ
と
で
、
他
の
教
員
も
学
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
２
つ
目
は
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
で
あ
る
。「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
実
践
Ⅰ
・
Ⅱ
」

と
い
う
授
業
を
通
じ
て
、
学
部
の
教
育
目
的
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

仕
組
み
、
大
学
全
体
の
リ
ソ
ー
ス
、
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
考
え
方
、

自
律
的
学
習
や
協
働
的
学
習
の
意
義
を
学
ん
だ
学
生
が
、
初
年
次

教
育
科
目
の
Ｓ
Ａ
（Student A

ssistant
）
と
し
て
新
入
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
る
。

⑶
大
学
生
活
で
の
学
生
が
抱
え
る
課
題
解
決
支
援

　―
岡
山
理
科
大
学

岡
山
理
科
大
学
で
は
、
学
生
生
活
に
関
わ
る
課
題
解
決
や
自
己

実
現
を
支
援
す
る
た
め
、
２
０
２
１
年
４
月
に
「
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
・
デ
ス
ク
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
デ
ス
ク

に
つ
い
て
は
、「
履
修
、
健
康
、
就
職
、
サ
ー
ク
ル
、
人
間
関
係

な
ど
、
大
学
生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
応
し
、
ど
こ
に

相
談
す
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
場
合
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
」

と
し
て
同
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
２
名
体
制
で
、
特
に
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
連
続
欠

席
、
不
登
校
な
ど
、
学
生
が
抱
え
る
多
様
な
課
題
に
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
チ
ュ
ー
タ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
、
学
生
課
と
と
も
に
学
生
支
援
を
行
う
な
ど
関
連
部
署
と
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

第4回年次大会シンポジウムの様子
（新潟大学・創価大学・岡山理科大学）
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3
　ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
組
織
化
に
向
け
た
現
状
と
課
題

組
織
化
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
大
学
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

文
脈
や
学
生
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
が
導

入
・
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
支
援
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
履
修

選
択
に
関
す
る
相
談
や
学
生
生
活
で
の
人
間
関
係
に
ま
で
及
ん
で

い
る
。
ま
た
、
専
門
職
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
採
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
雇
用
形
態
は
任
期
付
き
の
場
合
も
見
ら
れ
る
。
ア

ド
バ
イ
ジ
ン
グ
は
主
と
し
て
個
人
面
談
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る

が
、
履
修
計
画
の
設
計
や
ピ
ア
学
生
の
育
成
を
目
的
と
し
た
授
業

が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
正
課
と
の
関
連
性
を
強
化
す
る
取
り
組
み

も
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
内
で
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た

め
、
ク
ラ
ス
担
任
や
学
生
課
な
ど
の
関
連
部
署
や
教
職
員
と
の
連

絡
、
教
授
会
で
の
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
の
報
告
も
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
継
続
性
を
担
保
す
る
た
め

に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
全
て
の
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
が
進
ん
で
い
る
大
学
に
お
い

て
も
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
存
在
す
る
。
第
１
に
ア
ド
バ
イ
ジ
ン

グ
の
導
入
に
際
し
て
、
各
大
学
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
目
標
は
設
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
達
成
状
況
や
成
果
に
対
す
る
明
確
な

評
価
基
準
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
２

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
や
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
内
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
認
知
度
は
十
分
と
は
言

え
な
い
。
第
３
に
、
学
生
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
支
援
は
他

の
業
務
と
比
較
し
て
そ
の
境
界
が
曖
昧
で
あ
り
、
特
に
他
部
署
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
連
携
体
制
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
専
門
性
維
持
の
た
め
の
組
織
化
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
制
度
化
と

大
学
で
の
組
織
化
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
す
ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
長
期
的
な
視
点
で
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
学

生
の
多
様
化
が
進
む
現
状
で
は
、
学
生
が
抱
え
る
課
題
も
複
雑
化

し
て
お
り
、
既
存
の
専
門
人
材
や
人
的
リ
ソ
ー
ス
に
過
度
な
負
担

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
実
践
と
課
題
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果
に
対
す
る
明
確
な

評
価
基
準
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
２

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
や
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
内
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
認
知
度
は
十
分
と
は
言

え
な
い
。
第
３
に
、
学
生
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
支
援
は
他

の
業
務
と
比
較
し
て
そ
の
境
界
が
曖
昧
で
あ
り
、
特
に
他
部
署
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
連
携
体
制
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
専
門
性
維
持
の
た
め
の
組
織
化
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
制
度
化
と

大
学
で
の
組
織
化
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
す
ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
長
期
的
な
視
点
で
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
学

生
の
多
様
化
が
進
む
現
状
で
は
、
学
生
が
抱
え
る
課
題
も
複
雑
化

し
て
お
り
、
既
存
の
専
門
人
材
や
人
的
リ
ソ
ー
ス
に
過
度
な
負
担

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
実
践
と
課
題
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に
つ
い
て
、
米
国
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
整
理
し
て
き
た
。

最
後
に
、
学
生
本
位
の
学
生
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ク
セ
ス
を

支
え
る
た
め
に
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
が
今
後
取
り
組
む
重
点
策
に
つ
い
て
、

以
下
の
３
点
を
私
見
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

１
点
目
は
、ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
質
の
向
上
に
向
け
た
支
援
の
成

果
を
適
切
に
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
の
効
果
を
可
視
化
し
、
改
善
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
評
価
体
制
の
整
備
で
あ
る
。
２
点
目
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
資
格
制
度
の
充
実

で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
知
識
と
ス
キ
ル
の
向
上
は
、
よ
り
質

の
高
い
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
継
続
的
に
専

門
性
を
高
め
る
た
め
の
学
習
機
会
や
認
定
制
度
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
専
門
性
や
支
援
の
質
が
向
上
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
３
点
目
は
、
国
内
の
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
事
例
の

集
約
と
共
有
で
あ
る
。
国
内
の
実
践
事
例
を
集
め
、
共
通
す
る
課

題
や
成
功
事
例
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
学
び
合
い
、
支
援

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
日

本
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
全
体
の
質
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

米
国
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
が
、
前
述
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の
提
示
に
加
え
、
必
要
な
情
報
や
能
力
開
発
の
機
会
を
提
供

し
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
る
学
習
成
果
の
設
定

や
そ
の
評
価
方
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
も
行
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
の
歴
史
が
40
年
以
上
に
及
ぶ
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
は
設

立
か
ら
ま
だ
４
年
目
で
あ
る
。
今
後
も
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
は
ア
ド
バ
イ

ジ
ン
グ
の
実
践
に
貢
献
す
る
た
め
、
継
続
的
な
能
力
開
発
の
機
会

や
情
報
共
有
の
場
を
提
供
し
、
長
期
的
な
目
線
で
日
本
の
大
学
に

ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
文
化
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
で
学
生
の
支
援
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
。
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